
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 ２０１３年２月１７日              NO,３４１ 

 

 今の愛宕神社は坊新田町 

の中程にありますが、昔は 

栄町との境近くに鎮座して 

いたといわれています。 

 創建されたのは、真田氏 

の時代と伝えられています 

が、くわしいことは不明で 

す。 

 明治時代に発布された「神社合併令」によって明治４１年

（１９０８）に下之町の神明宮に合祀され、社殿を町内の会

館として使用していました。 

 昭和１１年（１９３６）６月に現在の場所に新しい社殿を

建立し、下之町の神明宮から愛宕大神の御遷座（神様を返し

てもらう）がおこなわれましたが、正式な神社資格が認めら     

れず、町民の間で愛宕神社の

有資格化が取り組まれまし

た。 

昭和１４年（１９３９）に

川場村中野にあった「村社 

諏訪神社」（石宮）を当時のお

金で５０円で譲り受け、有資

格の神社となりました。 
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地
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波
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京
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力
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第
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放
射
能
漏
れ
で
、
住
み
慣
れ
た
ふ
る
さ
と
を
追
わ
れ
た
被
災
者
の

方
々
は
、
生
活
の
再
建
も
ま
ま
な
ら
ぬ
深
刻
な
状
況
で
す
。 

 

こ
う
し
た
な
か
政
府
の
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
原
子
力
発
電
所
の
「
新
安
全
基
準
」
を
ま
と
め
ま
し

た
が
、
炉
心
の
損
傷
な
ど
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
や
地
震
・
津
波
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
安
全
が
確
保

で
き
る
と
い
う
立
場
で
す
が
、
い
ま
だ
に
収
束
し
な
い
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、
い
っ
た
ん
事
故
が

起
き
れ
ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。 

 

消
防
車
や
電
源
車
な
ど
代
替
え
的
な
設
備
を
強
化
す
る
だ
け
で
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
電
力
業
界
は
常
設
の
代
替
え
設
備
が
整
わ
な
く
て
も
原
子
力
発
電

所
の
運
転
を
認
め
る
べ
き
と
の
立
場
を
表
明
す
る
な
ど
、
「
新
安
全
基
準
」
の
骨
子
は

そ
れ
に
沿
っ
た
内
容
で
、
ま
っ
た
く
安
全
を
保
証
す
る
こ
と
は
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 新年度予算や予算関連条例、一般会計と特別会計の補

正予算、請願の審議、一般質問などがおこなわれる３月

定例市議会が、３月１日に開会します。 

３月定例市議会の日程は、２月２６日に開かれる議会

運営委員会で、会期や一般質問、予算審査特別委員会な      

どの日程が決まります。 

 一般質問や予算審査特別委員会な

ど、議会の日程が決まればお知らせし

ます。傍聴に、お出かけください。 

       

 利根町の柿平や小松地区の高齢者宅を訪問し、安否確

認などをおこなっている「集落支援員事業」が新年度か

らは、市の事業として実施されます。 

 集落支援員の経費は、特別交付税でまかなわれ、活動

内容が限定されてはいないことから、有害鳥獣対策や地

域の祭りの復活、高齢者の安否確認など、全国では様々

な活動が取り組まれています。 

沼田市でも支援員の増員、様々な活動に取り 

組めるように制度を充実させ、安心してくらせ 

る地域づくりをすすめることが必要です。 

 

 ８日の市議会全員協議会で、２０４億３,９２６万７千円の一般会計予算

と国民健康保険特別会計など７件の特別会計と合わせた、３４３億６,７２

７万９千円の２０１３年度の予算の内示がおこなわれました。 

 一般会計では、今年度と比較すると１億２,６５８万８千円、０．６％の

減となり、特別会計を含めた予算全体でも今年度より５,３５４万２千円、

０．２％の減となりました。 

 市長は、市税などの自主財源確保がきびしいこと 

から「歳入に見合った歳出の構造への転換が重要で、 

行政改革を推進しスリム化を図った」と説明しました。 

 市民の所得が減少するなか、市民のくらしを支え、 

市民が安心できる予算づくりが必要です。 

 

・ LED 防犯灯推進事業（１,０００万円）・集落支援員事業（１９万５,000 

円）・小水力発電推進事業（２,２９６万５,０００円）・放射性物質汚染対策

事業（２億,８７１万７,000 円）・望郷ラインビューポイント駐車場整備事

業（２１０万円）・新規就農総合支援事業（１,05０万円）・鳥獣対策事業

（２,７９１万３千円）・観光イベント開催事業（５００万円）・中心市街地

土地区画整理事業（１億３,１２７万４千円）・生方記念文庫移転事業（６,

７２１万９千円）・（仮称）利南運動広場整備事業９４９万９千円） 

 

 


